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■ はじめに 
本書は、ServerView Installation Managerの操作上の補足情報をまとめたものです。本書をお読みになる

前に、必ず以下のマニュアルおよび留意事項をご覧ください。 

 

ServerView Installation Manager  取扱い説明書 

DVD1のソフトウェア留意事項 
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■ 補足情報 
（１） Windows OS指定時の [- - -]の意味 

V10.12.05UまではOSの選択画面でWindows を指定する場合のリストボックス内の選択肢に[- - -]が表示されま

す。これはサービスパックを適用していない媒体を意味します。 

サービスパックなしのWindows OSメディア(RTM版、サーバ添付のインストールディスク)を使用してインストール

する場合に[- - -]を選択してください。 

 

   

この項目はV10.12.07以降では[SPなし媒体]と表示されます。 

 

（２） Windowsをインストールする際のプロダクトキーの入力 

Windowsをインストールする際のプロダクトキーの入力はSVIMの設定画面で行います。使用するメディアがOEM

メディアの場合はプロダクトキーの入力は不要です。空白のまま作業を進めてください。Microsoftのリテール版メ

ディアを使用する場合、OSインストール中にプロダクトキーの再入力を求められることがあります。入力画面が

表示された場合は、再度プロダクトキーを入力してください。  

 

（３） 「Operating System - Recovery DVD  Windows Server 2008 R2」を使用したインストールについて 

「Operating System - Recovery DVD Windows Server 2008 R2」を使用してインストールを行う場合、地域と言語の

設定を「Japanese」にしてインストールを行ってください。この設定を行わなかった場合、SVIMでインストール完了

後、一部のアプリケーションで文字化けが発生することがあります。 

 

クイックモード： 

・ 「OSの設定」画面の「地域と言語」で「Japanese」を選択してください。 

 

 



 

3 

 

 

 

ガイドモード： 

・ 「インストールイメージの選択」画面の「セットアップ言語」、および、「基本設定」画面の「形式、言語」で

「Japanese」を選択してください。 
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インストール完了後、文字化けが発生した場合には、下記手順を行い、問題を解消することができます。 

1. 「スタート」-「コントロールパネル」をクリックします。 

2. 「コントロールパネル」に表示されている「時計、言語、および地域」の「表示言語の変更」をクリックします。 

3. 「地域と言語」ウィンドウの「形式」タブをクリックします。 

4. 「形式」を選択し、一度日本語以外の言語を選択した後、「日本語（日本）」に再設定します。 
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（４） Server Configuration Manager 起動時の警告メッセージについて 

リモートインストールにおいて、Server Configuration Managerを起動し設定を行う際に、下記のようなデジタル署

名に関する警告メッセージが表示されることがあります。警告メッセージが表示された場合は、「この発行者から

のコンテンツを常に信頼します(A)。」 にチェックを入れて、「実行」を選択してください。 

 

 

 

（５） ServerView Installation Manager 起動中に表示されるメッセージについて 

SVIMを起動中に下記メッセージが表示される場合があります。 

メッセージが表示された場合は「再読み込み」をクリックし処理を続行してください。 
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（６） ServerView Operations Manager は、「ServerView Suite」パッケージグループ配下に表示されます 

V10.10.10 以降のSVIMでは、「Software Packages for JAPAN」パッケージグループ配下には表示されません。

ServerView Operations Manager はV10.10.10以降各国語共通版となり、「ServerView Suite」パッケージグループ配

下のメニューに統合されました。 

 

（７） Red Hat Enterprise Linux 6 指定時の[---]の意味 

OSの選択画面でRed Hat Enterprise Linux 6 を指定する場合のリストボックス内の[---]は6.0を意味します。 

 

（８） Red Hat Enterprise Linuxのリモートインストールにおける留意事項 

リモートインストール機能を使用して Red Hat Enterprise Linux をインストールする場合は、Linux サーバを

FTP/HTTPサーバとすることを推奨します。 

Windowsサーバを FTP/HTTPサーバとして使用する場合は、以下に注意して操作を行ってください。 

 

① Red Hat Enterprise LinuxディストリビューションディスクをWindowsサーバにコピーする際に、ファイル名が63

文字に切り詰められます。FTP/HTTPサーバ内のファイル名を確認し正しく修正することでこの現象を回避する

ことができます。 

 

例として下のようにファイル名が切り詰められます。 

  正しいファイル名 

     jakarta-commons-collections-testframework-javadoc-3.2-2jpp.3.i386.rpm 

  FTP/HTTPサーバ内のファイル名 

     jakarta-commons-collections-testframework-javadoc-3.2-2jpp.3.i38   (63文字に切り詰められます) 

 

② Red Hat Enterprise Linux 6 について 

 Red Hat Enterprise Linux 6 の OSメディアをDVDドライブに挿入し、下記コマンドを実行してください。 
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   xcopy  [DVD ドライブ]:\  [コピー先ドライブ]:\[共有フォルダ]  /s/e/v/h/i 

   xcopy  [コピー先ドライブ]:\[共有フォルダ]\Server\repodata  [コピー先ドライブ]:\[共有フォルダ]\repodata  

/s/e/v/h/i 

 

（９） Red Hat Enterprise Linux のパスワードにシングルクォーテーションを使用できません 

SVIMでRed Hat Enterprise Linuxのパスワードにシングルクォーテーションを指定できません。ただし、「rootパス

ワードの暗号化」を指定する場合はシングルクォーテーションを指定できます。 

 

（１０） Red Hat Enterprise Linux では「システムクロックにUTCを使用」のチェックをはずしてください 

SVIMの設定画面において「システムクロックにUTCを使用」の項目がチェックされた状態になっています。チェッ

クをはずしてインストールを行ってください。チェックを外さずにインストールすると、インストール完了後に時間が

9時間ずれた状態となります。その場合は時間を再設定してください。 

 

（１１） テープデバイスを接続するときはブートオーダーを低くしてください 

テープデバイスを接続する場合は、ブートオーダーがテープデバイスとならないように、BIOS設定画面（または

UEFI設定画面）で設定してください。またインストール時にはテープカートリッジは外してください。 

 

（１２） Windows Server 2008R2 にSP1 を適用するには時間がかかることがあります 

Windows Server 2008 R2 をインストールする際に、ServicePack1を単体のメディアでインストールする場合には機

種によって数時間かかることがあります。 

 

（１３） Windowsインストール時に設定できるディスクパーティション数は最大4個です 

5個以上のディスクパーティションを設定するには、RAID とディスク構成画面では3個までとし、OSインストール

後にWindows メニューのディスク管理で設定してください。 

 

（１４） Windows Server 2008 R2に SP1 を適用するにはDisk空き領域が9GB以上必要です 

空き領域が不足する場合は、SVIMでのOSインストール処理後に9GB以上の空き領域を確保してから、手動で

SP1の適用を行ってください。 

 

（１５） 32GBの SSD にはWindows Server 2008 / R2 をインストールすることができません 

インストール処理時に一時的な作業領域が必要なため、Windows Server 2008 / R2をインストールするには、

32GBの SSDは容量不足となり使用できません。 

 

（１６） Windowsのリモートインストールにおける留意事項 

iRMC搭載機種にリモートインストール機能を使用してWindowsをインストールする場合は、「ターゲットシステム

の選択」画面において、iRMCのIPアドレスを必ず設定してください。設定しない場合、インストールが途中で停止

し自動で継続しない場合があります。 

 

（１７） Windows Server をインストールする際のデフォルトパーティションサイズ 

SVIM V10.11.06 でインストールする際のデフォルトパーティションサイズは以下です。  

   Windows Server 2003 R2：     15360MB 

   Windows Server 2008 / R2：    33792MB 

Windowsインストールに必要な最低パーティションサイズはデフォルトサイズと同一値です。 

 

（１８） Red Hat Enterprise Linux OSでHDDの全容量をパーティションに割り当てる方法 

Red Hat Enterprise Linux OSでHDDの全容量をパーティションとして割り当てるには「RAID とディスクの構成」 

画面で残り容量より十分小さい値（たとえば1MB）をサイズ欄に指定し、「最大許容量まで使用」を選択してくださ

い。 
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（１９） ボリュームライセンスメディアのプロダクトキーの入力について 

 Windows Server 2008 / R2の場合 

SVIMの設定時にプロダクトキーを入力しないで下さい。 

インストール終了後に、インターネットを経由してMicrosoftのライセンス認証サーバに対してライセンス認証

（アクティベーション）を行ってください。 

MAKプロダクトキーはこのときに入力します。 

 

 Windows Server 2003 R2の場合 

SVIMの設定時にプロダクトキーを入力してください。 

 

（２０） Windows Small Business Server 2011 Essentialsのインストール手順について 

Windows Small Business Server 2011 Essentials をインストールする場合、以下のように選択してください 

 

ガイドモードでは以下のように操作します。 

①初期画面の言語選択では「Japanese」を選択します。 

②OS選択画面では「Windows SBS 2011 Essentials」を選択します。 

③インストールイメージの選択画面ではセットアップ言語を「Default」のままとします。 

④基本設定画面の「地域と言語の設定」は「English」のままで変更できません。 

⑤OSインストール開始後、SBS設定で 

  「サーバの言語として日本語を使用する」を選択します。 

「国または地域」「時刻と通貨」「キーボードのレイアウト」で「Japanese」を選択します。 

クイックモードでインストールを行う場合は、③、④のステップは表示されませんが、そのままインストールを行え

ます。 

 

Windows Small Business Server 2011 Essentialsのインストール後、キーボードの「規定の言語」が「日本語（日本）- 

日本語」に設定されます。 

「日本語（日本）－日本語」を「日本語(日本) - Microsoft IME」に設定しなおすには下記手順を行ってください。 

1.「スタート」-「コントロールパネル」－「地域と言語のオプション」を開きます。 

2.「キーボードと言語」のタブから「キーボードの変更」をクリック 

3.「規定の言語」で「日本語（日本）- Microsoft IME」を選択し「適用」をクリックします。 

 

（２１） ストレージブレードはシャーシから外してインストールしてください。 

ストレージブレードにOSをインストールしない場合は、インストール前にストレージブレードをシャーシより外して

ください。インストール完了後ストレージブレードを挿入し、ご使用ください。 

 

（２２） Server Configuration Manager の処理が停止する場合があります 

Server Configuration Manager の設定において画面遷移の際に処理が停止する場合があります。 

この現象が発生した場合は「キャンセル」をクリックしSVIMのスタートページに戻ってください。 

Server Configuration Manager の設定はSVIMでは行わずOSインストール完了後、SVOMから行ってください。 

 

（２３） PCIカード多数搭載時にSVIMの起動に時間がかかる場合があります。 

PCIカードを多数搭載した場合SVIMの起動に数時間かかることがあります。 

 

（２４） V10.11.11以前のSVIMを使用して Red Hat Enterprise Linux 6 (for Intel64) を UEFIモードでインストールする

場合の留意事項 

V10.11.11 以前のSVIMではRed Hat Enterprise Linux 6 (for Intel64) を UEFIモードでインストールする場合は、 

/boot および/boot/efiをそれぞれマウントポイントとするディスクパーティションを作成することはできません。 
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（２５） ハードディスクを接続しないRAIDコントローラーが存在する場合に、警告メッセージが表示されることがあり

ます。 

RAID とディスクの構成において、ハードディスクが接続されていないRAIDコントローラーが存在すると以下のよ

うな警告が表示されることがあります。 

 

 

（２６） Red Hat Enterprise Linux 5、かつ、パッケージグループ：仮想化 (XEN カーネル環境) をインストールする場

合の手順について 

Red Hat Enterprise Linux 5、かつ、パッケージグループ：仮想化 (XEN カーネル環境) をインストールする場合、

以下のように選択してください。 (i386 アーキテクチャーではXenカーネル環境をサポートしていません。) 

- インストールモードの選択 

① [ガイドモード] を選択します。 

 

- パッケージ選択手順 

① [インストール番号：] を入力します。 

② [パッケージグループ：] で [仮想化(1/1)] チェックボックスをオンにします。 

③ [Kernel：] で以下のチェックボックスをオンにします。 

- Native Kernel 

- ブートローダ手順 

① [ブートローダをインストール] チェックボックスをオンにします。 

② [ブートカーネルのデフォルトを XEN カーネルに設定] チェックボックスをオンにします。 

 

（２７） V10.11.08U以前のSVIMを使用してWindows Server 2008 / R2 を UEFIモードでインストールする場合は、手

動で RAID を構築してください。 

Windows Server 2008 / R2 をUEFIモードでインストールする場合、V10.11.08U以前のSVIMではRAIDの構築は

できません。予め手動でRAID構築をしてください。 

 

（２８） UEFIモードでインストールする際は、RAIDコントローラー１台構成で実行してください。 

複数のRAID コントローラーが接続された状態ではインストールが失敗することがあります。 

 

（２９） SVIMの起動後Windows Boot Manager 画面が表示されます。 

ServerView Installation Manager を使用する場合は「ServerView Installation Manager (WinPE64)」を選択してくださ

い。 

Update Manager Express, PrimeCollect, MDP を使用する場合は 「Maintenance Mode (WinPE32)」を選択してくださ

い。 

ただし、Update Manager ExpressはV11.12.10以降でSVS DVD1から削除されたため、起動できなくなりました。ま

た表示からも削除されています。 
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なおUEFIモードでシステムを起動した場合はこの画面は表示されません。 

 

（３０） OS をインストールするにはUEFIモード・BIOSモードに気を付けてください。 

UEFIモードに対応しているOSをUEFIモードに対応している装置にインストールする場合はOSをUEFIモード、

BOISモードどちらでもインストールすることができます。ServerView Suite DVD１を起動する際にUEFIモードで起

動すると UEFIモードで、BIOSモードで起動するとBIOSモードでインストールされます。 

UEFI モードに対応していない OS を UEFI モードに対応している装置にインストールする場合は、UEFI モードで

ServerView DVD１を起動するとインストールが失敗することがあります。 

UEFI モード、BIOS モードの起動方法はサーバの機種によって異なります。それぞれのハードウェアのマニュア

ルを参照してください。 

 

（３１） Windows OSをインストールする場合のブートパーティションサイズの最小値は400MBです。 

パーティションの利用形態で「boot」のみを指定した場合のパーティションサイズの最小値は 400MBです。 

 

（３２） Windows Server 2008 の画面の設定について 

ガイドモードを使用してWindows Server 2008をインストールする場合、「システムの設定」画面で「解像度、リフレ

ッシュレート、画面の色」を選択できますがインストール完了後、ここで指定した値は反映されません。 

インストール完了後は以下の設定になります。 

解像度：1024×768 px 

リフレッシュレート：75 Hz 

画面の色：16 bit 

 

（３３） 簡易インストール ではセットアップ中にシステムの電源が自動で投入されない場合があります。 

MMBを使用した簡易インストールではセットアップ処理中の再起動時に電源が自動で投入されない場合がありま

す。その場合は手動で電源を投入してください。セットアップが継続します。 

 

（３４） V10.12.03より「すべてパッケージ」を使用した際にインストールされるパッケージが変更されました。 

V10.12.03よりRed Hat Enterprise Linux OSのパッケージ選択画面で「すべてパッケージ」を選択した際にインスト

ールされるパッケージが変更されました。 
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（３５） Ｌｉｎｕｘをインストールする際の swap パーティションのサイズについて。 

swap パーティションを作成するとき「パーティションを推奨のサイズで作成する」をチェックした場合には、

次のルールで容量が自動で決定されます。 

 

 パーティションサイズは搭載メモリの量とディスクの空きスペースにより決定します。 

   256MB以下の場合   ： 256MB  ～ 512MB 

   256MB ～2048MBの場合 ： メモリ量と同値 ～ メモリ量×２ 

   2048MB以上の場合  ： 1024MB ～2048MB ＋メモリ量 

 

（３６） Server Configuration  Manager機能は２GB以上のメモリが必要です。 

OS選択画面からServer Configuration Manager を起動するには2GB以上のメモリの実装が必要です。 

 

（３７） OS設定パラメータの使用禁止文字について 

OS 設定パラメータの中には使用禁止されている文字があります。使用禁止文字が入力された場合は、キー入力

時または次の画面に移動する際にチェックを行いますが、コピー＆ペーストによって入力された使用禁止文字は

チェックされない場合があります。コピー＆ペーストでの入力は行わないでください。 

   例：Windows設定時の コンピュータ名 英数字、-（ハイフン）、_（アンダースコア）以外は使用禁止文字です。 

 

（３８） LANポートのMACアドレスがUNKNOWN表示された場合の対処 

LANポートが多数存在する構成において、SVIMの「ようこそ画面」でLANポートのMACアドレスが「UNKNOWN」

と表示される場合があります。その場合は、SVIM を再起動し「言語選択画面」で２分間待ってから言語を選択して

ください。 

 

（３９） Windows Server 2008, 2008R2をインストールする際の再起動回数 

V11.12.10 を使用してWindows Server 2008, 2008R2をインストールする場合、再起動回数が１回多くなります。 

 

（４０） Update Manager Express は V11.12.10以降SVS DVD1から削除されました。 

UNKNOWN と表示され

ることがあります 
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V11.12.10 以降でUpdate Manager Expressの機能を利用する場合はUpdate DVDを使用してください。 

以上 
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